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　【1】 「スコア取得志向」とは、学生の英語学習の動機が、就職、大学院入試、留学などの

ために、TOEIC、TOEFL、IELTS などの英語資格試験のスコアアップを図ろうとする傾

向である。（8 項目の１〜３）【2】「コミュニケーション志向」は、海外の人とコミュニケー

ションをとることを動機としている。（8 項目の６）【3】「アカデミック志向」は、専門分野

について、英語論文を読んだり英語プレゼンテーションができるようになりたいとい

う学習動機である。（8 項目の４、５）集計方法としては、例えば、【１】は 8 項目の１、２、

３の一つ、あるいは二つ以上を選んだ学生の数を 1 名とした。
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ために、TOEIC、TOEFL、IELTS などの英語資格試験のスコアアップを図ろうとする傾

向である。（8 項目の１〜３）【2】「コミュニケーション志向」は、海外の人とコミュニケー

　この３つの志向性に関する今回の 1 年生を対象とした結果を、2021 年に実施した同

様のアンケート調査において 2 年生以上の回答者 438 名から得られた回答結果と比較

した。（グラフ③参照。）2 年生以上から得られた回答では、【1】「スコア取得志向」304 名

（69%）、【2】「コミュニケーション志向」158 名（36%）【3】「アカデミック志向」160 名

(37%) と、2 年生以上の学生の学習動機はどの項目も、1 年生の回答結果よりも低い数

値となっている (4)。これは、入学して以降学年が上がるにつれて、英語学習への動機付

けそのものが薄れるという状況を示していると考えられる。高年次では専門分野にお

ける学びが中心になり、英語学習から遠ざかってしまう大学生の実態が表れていると

捉えることは十分に可能であろう。

ションをとることを動機としている。（8 項目の６）【3】「アカデミック志向」は、専門分野

について、英語論文を読んだり英語プレゼンテーションができるようになりたいとい

う学習動機である。（8 項目の４、５）集計方法としては、例えば、【１】は 8 項目の１、２、

３の一つ、あるいは二つ以上を選んだ学生の数を 1 名とした。
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　次に、＜アンケート調査２＞で実施した質問項目のうち、4－3「目標とする英語コミ

ュニケーション能力」、4－4「学びたい授業内容」、4－5「海外体験の期間」、4－6「海外プ

ログラムの内容」について報告する。
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　各項目の結果は、「観光など自由な体験」912 名（41％）、「異文化交流プログラム」279

名（12％）、「語学研修プログラム」236 名（10％）、「同じ専門分野の学生と交流するプログ

ラム」215名（10％）、「専門分野を学ぶプログラム」133名（6％）、「海外ボランティア活動」

68 名（3％）、「海外インターンシップ」49 名（2％）、「その他のプログラム」7 名（0%）、「関

心がない」354 名（16％）であった。（グラフ⑧参照。）

　まず、約 4 割の学生が観光など自由な海外体験を希望している。4－5 で海外体験に

「関心がない」と回答した学生のうち、一定数がこの選択肢を選んだと考えられる。前述

n

したように、短期間の海外旅行は学びの機会として位置付けることもできるが、学生の

自由なプランによる海外活動は自己発見の機会となるなどの価値がある。より自由な

学生の体験を大学が推奨するという考え方も恩恵をもたらす可能性がある。

　なお「観光など自由な体験」「関心がない」を除いて、約 4 割の学生が海外プログラム

に関心を示した。大学が提供する海外プログラムはその内容に応じて大きく３つに分

類できる。
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　まず、約 4 割の学生が観光など自由な海外体験を希望している。4－5 で海外体験に

「関心がない」と回答した学生のうち、一定数がこの選択肢を選んだと考えられる。前述

したように、短期間の海外旅行は学びの機会として位置付けることもできるが、学生の

自由なプランによる海外活動は自己発見の機会となるなどの価値がある。より自由な

学生の体験を大学が推奨するという考え方も恩恵をもたらす可能性がある。

　なお「観光など自由な体験」「関心がない」を除いて、約 4 割の学生が海外プログラム

に関心を示した。大学が提供する海外プログラムはその内容に応じて大きく３つに分

類できる。

　本稿では、2023年度入学生を対象に実施した２つのアンケート調査の報告と考察を

行った。調査結果によって示された学生の実態を正しく理解することによって、科目

内容をプランし、カリキュラムに柔軟性をもたせ、学生の多様性に対応できるような

学内の学習環境を整備するなど、引き続き活発な取り組みが求められる。また、今回

は扱うことができなかった入学選抜方式の違いにも着目して、学生の英語学習に関す

る実態を継続して調査していきたいと考える。
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second language? Motivational orientations and self-determination theory. Language 

　学部学科ごとに、注目すべき特徴がいくつか見られた。例えば、Global Discovery 

Programでは、ライティングを選択した学生の割合が高い（23％）。学部学科ごと

のデータ集計は、教育推進機構が発行している『活動報告』に掲載予定である。
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